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〈レポート〉経済・金融

価指数（全国、品目別価格指数）の上昇幅が前
年同月比で15％以上となった主な食料の品目
の推移である。
上昇幅が最も大きかったのが、コシヒカリ

以外の米（うるち米Ｂ）であり、コシヒカリ（う
るち米Ａ）とともに1971年１月以来で過去最
高となった。また農林水産省が発表した24年
産米の10月の相対取引価格は全銘柄平均価格
で60㎏あたり２万3,820円と過去最高となっ
た。背景の一つには、過熱している新米の集
荷競争があるとみられる。大手スーパーのな
かには輸入米を扱う店舗もあり、輸入米の動
向に注目が集まる。
生鮮野菜ではレタスが大幅に上昇した。産

地リレーがうまくいかなかったことが要因の
一つである。また夏以降も高温が続いたこと
を受け、レタス以外のキャベツ、キュウリな
ども高騰した。みかんも猛暑の影響で果皮に
キズのない正品率が低下したことから上昇し
た。アボカド、コーヒー豆、チョコレート、

日本百貨店協会が発表した2024年10月の全
国百貨店売上高は前年同月比0.7％の減少と32
か月ぶりのマイナスとなった。円安などを背
景にインバウンド（免税売上）、身のまわり品
や化粧品などの売れ行きは好調であったが、
夏日が続いたことによる秋冬物商材、価格高
騰による食料品などは苦戦した。
一方、厚生労働省が発表した2024年10月の毎

月勤労統計は最低賃金の引上げなどもあり、実質
賃金（速報）は前年同月比で横ばいとなった（第１
図）。ただ10月の家計調査では２人以上世帯の
消費支出（実質）が前年同月比1.3％の減少となり、
３か月連続のマイナスとなった（第２図）。
このように消費支出が伸び悩む中、総務省

が発表した10月の消費者物価指数は前年同月
比2.3％の上昇となった（第３図、食料は同3.5
％の上昇）。なかでも米類は1971年１月以来で
過去最大の同58.9%の上昇となった。

1　過去最大の上昇となった米
第４図は2024年10月時点における消費者物

資料 厚生労働省「毎月勤労統計」 前年同月比　24年10月は速報値

第1図　 実質賃金指数の推移

資料 総務省 家計調査 前年同月比

第2図　 2人以上世帯の消費支出の実質増減率の
推移
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果実ジュースなどの上昇は、原材料の主要産
地が天候不順などで供給不足となったためで
ある。
なお、日銀が発表した11月の企業物価指数

（速報値）は、米の価格高騰の上昇などを受け、
前年同月比3.7％の上昇と23年７月（同3.6％）以
来の高い伸びとなった。今後、価格転嫁が進
めば、消費者物価指数は高い伸び率で推移す
ることも考えられる。

2　値上げラッシュが続く可能性も
2024年後半は、米の価格上昇に加え、天候

不順によって生鮮野菜などの価格も高騰した

が、2025年も食料品価格の値上げは続く可能
性がある。
まず、大手食品メーカーなどは2025年１月

から４月にかけて食パン・菓子パン、家庭用
コーヒー製品、家庭用冷凍食品、ビール、缶
酎ハイ、ノンアルコール飲料などの値上げを
相次いで発表した。値上げの理由はさまざま
であるが、原材料・資材価格、物流費、人件
費の上昇などに集約できる。

このような状況のなか、石破政権
は2024年11月22日の臨時閣議で「総
合経済対策」を決定した。家計消費
関連で注目されることは、電気・ガ
ス料金における負担軽減策の再開
（2025年１～３月）であるが、同時に
ガソリン補助金の縮小も盛り込まれ
た。そのため2024年12月19日からは
ガソリン価格が段階的に上昇してい
る。ガソリン価格の上昇は物流コス
トにも影響を与えるため、食料品価
格のさらなる値上がりが懸念される。
為替相場については、日米金利差

が縮小する方向にあるが、二期目の
トランプ政権が選挙戦で掲げた政策を実行す
るようになると、米国では今後、インフレが
再燃することが懸念される。そのため金利差
が縮小しづらい状況になることも考えられ、
円安傾向で推移した場合は、輸入原材料・資
材価格が高止まりする可能性もある。
日本労働組合総連合会（連合）は2024年11月

28日、2025年春闘における全体の賃上げの目
安を５％以上と決定した（24年と同水準）。た
だ食料品価格の上昇要因も少なくない中、家計
における節約志向は2025年も強まるであろう。

（ふるえ　しんや）

第3図　 消費者物価指数の推移（全国）

資料　総務省 前年同月比

第4図　 消費者物価指数の推移（全国、品目別価格指数）

資料　総務省 消費者物価指数 前年同月比
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